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原点を思い出す

ＣＴＩの創設者の1人であるキャレン・キムジーハウスからＣＴＩの「はじまり

の物語」を語ってもらうことを皮切りに、ＣＴＩジャパンのはじまりの物語へ、そ

して、今に至る流れを振り返る中で、参加者1人１人がコーチングに出会う元に

なった原点を思い出すためのセッションです。

何があなたをコーチングに引き合わせたのでしょうか？

世界を感じる

コーチングの新しい物語を紡ぐには、コーチングだけを見ていても不十分で、

「今、世界で何が起きているか」を感じることなしには紡げません。というのも、

コーチングの新しい物語とは、結局のところ「今、なぜコーチングが世界で必要

なのか」という問いに対する答えであり、コーチングは世界にどうつながっていて、

どう役立てるのかということにほかならないからです。

ウェイクアップの物語

新しい物語を紡がなくてはならないのは、ＣＴＩジャパンも同様です。

一昨年末に親会社としてウエイクアップ、そしてそれに続いてシステム・コーチ

ングという新しい分野を提供するＣＲＲジャパンを設立したのも、私たちなり

に「新しい物語」を模索してきた結果でした。

このセッションでは これまであまり語られることのなかったウエイクアップ グ何があなたをコーチングに引き合わせたのでしょうか？

壮大な対話からこの３日間がスタートします。

原動力を探る

１人１人の原点とコーチングが出会うことによって、新たな可能性が生まれまし

そこで、このセッションでは、意識のアンテナを思い切り拡げ、「世界の今」を身

近なところからふだんあまり意識しないところまでワークショップ形式で感じてみ

たいと思います。

新しい物語を紡ぐ

このセッションでは、これまであまり語られることのなかったウエイクアップ・グ

ループの全貌を明らかにし、それがコーチングの新しい物語を紡ぐ上でどのよ

うに貢献できるのか、そして皆さんにどのような可能性をもたらし得るのかを

探っていく時間になります。

新しい物語を生きるパート１・パート２う 、新

た。そして、多くの人にとってそれが「原動力」となり、ここまでコーチングと関わ

り続けることができたのではないでしょうか。

コーチングに長く関わり続けてきたキャレンや『コーチング・バイブル』の共著者

であり、CTIジャパンの草創期を支えたフィル・サンダールとの対話をきっかけと

して、自らの原点とコーチングとの出会いによってどのような原動力が生まれ

たのかを対話によって深めていきます。

意識のアンテナを世界に拡げたところで、いよいよコーチングの新しい物語を

紡ぐことに焦点を移していきます。

新しい物語を紡ぐためにもう１つ大事なことは、私たちが日頃コーチングに対し

て抱いている「思い込み」を検証し、場合によってはそれを思い切って手放すこ

とではないでしょうか。

特にここで皆さんと一緒に対話を通して考えてみたいと思っていることに、次の

３つがあります。

新しい物語を生きるパ ト１ パ ト２

新しい物語は、それを紡いだり、語ったりするだけでは十分ではありません。

私たちがその物語を現実に生きてこそ、はじめて意味を持ちます。

このセッションでは、３日間の総まとめとして、それぞれがどのようにこれまで

の古い物語を手放し、新しい物語に向かって一歩を踏み出すかを明らかにし

ます。それは、自分たちの新たな「使命」に気づくプロセスにもなるでしょう。

ず プ ジ

果実を味わう

自らの原点とコーチングとが出会い、それが原動力となって、私たちは世の中

の様々な分野で多くの成果を生み出してきました。しかし、同じコーチングとい

３つがあります。

「コーチあるいはコーチングの大きな主題は何か？」

「コーチあるいはコーチングが発揮すべきリーダーシップとは？」

「コーチあるいはコーチングにおける真のプロフェッショナリズムとは？」

実は米国ＣＴＩも、これらの問いに関して、これまでの物語からの大きな転換

を図ろうとしています。

もしかしたら、キャレンから驚きの発表があるかもしれません！

まず、パート１では、オープンスペーステクノロジーという対話の手法を用い、

同じような情熱あるいは使命感を持った人たちでこれから具体的にどんなこと

が一緒にできるのかを探ります。そして、パート２では、私たち１人１人が明日

からどのようにこの新しい物語を生きるのかをワークを通して探っていきます。

　　　…………………………………………………………………………

　　　注１：各プログラム内容及び時間は変更する可能性があります。
　　　注２：各プログラムタイトルは全て仮称です。正式に決定次第ご連絡致します。

　　　…………………………………………………………………………

う分野に関わっていても、実際にそこで何が生み出されたのかをお互いが知

らないということも多いのではないでしょうか？

このセッションでは、似たような原点を持つ人たち―例えば、「組織を活性化し

たい」とか「学校教育を変えたい」など―で集まり、そのテーマに長年取り組み、

成果を挙げてきた先人たちから物語を聞かせてもらいます。そして、それを

とっかかりとして、１人１人がそれぞれの分野でどのような果実を生み出して

きたのかを確認し 祝福し合うとともに 新たな刺激やつながりを生み出して

新しい物語を語る

コーチングの新しい物語というのは決して１つではありません。最終的には、１

人１人が自分なりの新しい物語を紡ぐ必要があるでしょう。というのも、なぜコー

チングをするのか、そのためにどんな人たちをコーチングするのかは人によって
きたのかを確認し、祝福し合うとともに、新たな刺激やつながりを生み出して

いきます。
異なり、その対象となる人たちがどのような世界に生きているかで語る物語も変

わってくるはずだからです。

自分の原点にそって、どのような物語を語れば相手の人たちの心に届くのか？

１日目と同様、同じような関心領域を持った人たちで集まり、そのテーマ毎の新

しい物語を対話を通して紡いでいきます。

パーティー


